
令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 消防本部

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

2

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 消防隊員・救急隊員の育成事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 消防団運営事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げるまちづくりの基本方針の一つである「快適で、安心で
きるまちづくり」の実現に向け、様々な主体と連携し、災害等に対して迅速かつ的確に対応する
ため消防力の向上に向けた消防職・団員の人材育成及び消防体制の充実強化を図り「安全安心な
生活が送れるまちづくり」を目指す。

消防は、その施設及び人員を活用して、地域住民の生命、身体、財産を各種災害から保護し又は
防除し、災害による被害を軽減するほか、災害等による傷病者の搬送を適切に行うことを任務と
している。

①総合計画
　 基本構想

・快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

・安全安心な生活が送れるまちづくり

③個別計画

・消防職員研修等計画
・消防車両更新計画
・消防団員活動環境整備計画
・消防団車両更新計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 消防隊員・救急隊員の育成事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

消防学校初任教育

消防学校専科教育

消防大学校教育

救急救命士養成

指導救急救命士養成

重点事業② 消防団運営事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

消防団員研修

演習・訓練

施設・装備管理

入団促進活動

活動環境整備委員会議

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳細)

消防学校教育や消防に関する専門的な講習等を受講させ、専門教育を履修した
職員を中心に消防本部内で改めて研修や訓練を行う。また、これらを基に消防
本部全体で総合訓練を実施する。このほか、人材育成について各育成プログラ
ムやマニュアルに沿って、知識や技術の向上を図る。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳細)

事業計画に基づき団員の研修や訓練を行い災害対応力の向上及び地域防災力の
向上を図り、イベント等では、積極的な入団促進活動を行い団員の確保に努め
る。また、随時、消防団施設･装備等の適正管理のため点検や修繕を行い有事の
ための消防団体制の万全を期する。さらには、消防団員の減少や活動環境など
を改善するため活動環境整備委員会議を開催し後年の方針を固める。

火災調査、救急、特殊災害　　　救助、危険物、救急、警防　　　水難救助

研修者決定

研修推薦期

火災調査科予防科116期

第66期研修

指導救命士研修

令和8年度選考試験

分団長・新任消防団員研修
消防団勉強

消防団勉強会 分団指揮課程

点検及び修繕（随時） 車庫点検

子供天国 ポンプ操法大会 消防フェス 出初式・入団促進強化月間

第117期初任 第11８期初任

方面隊または分団訓練（随時）

3組合水防演習 ポンプ操法 方面隊または分団訓練（随時）

総合訓練

未定　　

期日未定



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 消防（団）車両更新計画
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

救助工作車Ⅱ型（取手消防署）

消防団ポンプ自動車（第７分団）

重点事業④ 住宅防火推進事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

HP・広報紙・SNS・イベント等で
の住警器設置促進・維持管理活

動

秋季及び春季全国火災予防運
動中の火災予防広報

消防フェスタの開催

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳細)

常備消防の救助工作車Ⅱ型（取手消防署）1台と非常備消防の消防団ポンプ自動
車（第7分団）1台について、これまでの実績等を勘案し、仕様書の作成及び本
契約後に関係者との仕様書に基づく打合せを十分に行い、中間検査において
は、細部にわたり仕様書との整合性を確実に検査して納車する。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳細)

市ホームページ、市広報紙、市SNS、各種イベントをとおして、住宅用火災警
報器の未設置世帯に対して設置を促進するとともに、既に設置している世帯に
対して、設置が義務となり10年以上経過していることから定期的な点検と取替
えを促進し不作動を防止する維持管理活動を実施する。また、秋季及び春季全
国火災予防運動期間中、防災行政無線や防災ラジオ、市SNSを活用し火災予防
広報を実施する。以上の事業を実施し、住宅火災による死者を昨年度より減少
させる。

随時実施

計画作成 秋季火災予防運動

計画作成

春季火災予防運

起工 仮契約 本契約 中間検査 納車

中間検査 納車起工 仮契約 本契約

計画作成・事前準備 開催



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 消防本部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

2

総務課

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 消防隊員・救急隊員育成事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 消防団運営事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる重点施策の「安全安心な生活が送れるまちづくり」の実現に
向け、計画的な職員研修等を推進し、資格や高度な知識、技術を取得させ各個人の有する能力を伸ばす
ことで職員全体のレベルアップを図り、複雑多様化する災害に対応する。また、消防団の活動環境の整
備及び団員の入団促進活動を実施し、地域防災力の向上を図るための取組みを進める。

大切な日常が守られる環境整備のため、消防職員の育成について研修計画に基づく教育を行い資質向上
に努める。各種災害対応のため拠点となる消防施設及び装備品等の適正な維持管理を図る。また、地域
防災力の向上のため消防団員の育成や活動環境、施設等の適正な維持管理を行う。

①総合計画
　 基本構想

・快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

・安全安心な生活が送れるまちづくり

③個別計画
・消防職員研修等計画
・消防団活動環境整備計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 消防隊員・救急隊員育成事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

消防学校初任教育

消防学校専科教育

消防大学校教育

救急救命士研修

指導救急救命士研修

重点事業② 消防団運営事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

消防団員研修

演習訓練

施設・装備管理

入団促進活動

活動環境整備委員会議

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防学校教育や消防に関する専門的な講習等を受講させ、専門教育を履修した職員を中
心に消防本部内で改めて研修や訓練を行う。また、これらを基に消防本部全体で総合訓
練を実施する。このほか、人材育成について各育成プログラムやマニュアルに沿って、
知識や技術の向上を図る。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

事業計画に基づき団員の研修や訓練を行い災害対応力の向上を図り地域防災力の向上を
図り、イベント等では、積極的な入団促進活動を行い団員の確保に努める。また、随
時、消防団施設･装備等の適正管理のため点検や修繕を行い有事のための消防団体制の
万全を期する。さらには、消防団員の減少や活動環境などを改善するため活動環境整備
委員会議を開催し後年の方針を固める。

研修推薦期間研修者決定 水難救助 救助、危険物、救急、警防　　　 火災調査、救急、特殊災害　　　

第117期初任科 第118期初任科

予防科116期 火災調査科

第66期研修

指導救命士研修

分団長・新任消防団員研修
消防団勉強

消防団勉強会
分団指揮課程

点検及び修繕（随時） 車庫点検

子供天国 ポンプ操法大会 消防フェスタ 出初式・入団促進強化月間

方面隊または分団訓練（随時）

3組合水防演習 ポンプ操法訓練
方面隊または分団訓練（随時）

女性消防団員講座

期日未定

総合訓練

期日未定　　



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 消防施設・設備等維持管理事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

消防施設・設備等管理修繕

気象観測装置更新

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

各消防施設・設備を適正に管理するため業務委託や点検などを行い、施設・設備の適正
な維持管理に務め、消防体制の万全を期する。また、気象観測装置は気象業務法に基づ
く検定が必要となっていることから、適正な観測値とするため検定合格品に交換等を行
う。

点検及び修繕（随時）

施行期間起工 契約 完成検査



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 消防本部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

予防課

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる重点施策の「安全安心な生活が送れるまちづくり」の実現に
向け、市内の防火対象物及び危険物施設に必要な防火指導を実施するとともに、一般住宅の住宅防火対
策の推進を実施することで、火災の予防と火災による被害の軽減を目指す取組みを進める。

市内の防火対象物及び危険物施設の関係者に対して検査等を通じて必要な防火指導を行い、安全で安心
して利用できることを目指す。また、市民に対して一般住宅の防火対策として有効な住宅用火災警報器
の設置促進及び定期的な点検、老朽化した機器の交換などの維持管理について周知を図り、市民の生
命・身体及び財産を火災から守る取組みを進める。

①総合計画
　 基本構想

・快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

③個別計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 住宅防火推進事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

HP・広報紙・SNS・イベント等での
住警器設置促進・維持管理活動

秋季及び春季全国火災予防
運動中の火災予防広報

消防フェスタの開催

重点事業②
防火対象物及び危険物施設への防火指

導事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

防火対象物への立入検査

危険物施設への立入検査

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

市ホームページ、市広報紙、市SNS、各種イベントをとおして、住宅用火災警報器の未
設置世帯に対して設置を促進するとともに、既に設置している世帯に対して、設置が義
務となり10年以上経過していることから不作動を防止するため、定期的な点検、老朽
化した機器の交換などの維持管理について周知する。また、秋季及び春季全国火災予防
運動期間中、防災行政無線や防災ラジオ、市SNSを活用し火災予防広報を実施する。以
上の事業を実施し、住宅火災による死者を昨年度より減少させる。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

計画的な立入検査等により、防火対象物及び危険物施設の法令違反などの是正指導を実
施することで、火災の発生危険及び発生した場合の延焼拡大を排除するとともに、危険
物施設の危険物漏洩事故を防止する。

防火対象物立入検査計画作成

計画作成 移動タンク立入検査 移動タンク（路上）立入検査ガソリンスタンド立入検査

計画作成・事前準備 開催

秋季火災予防運動 春季火災予防運動

随時実施

計画作成
計画作成



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 消防本部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

取手消防署

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 消防隊員・救急隊員の育成事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる重点施策の「安全安心な生活が送れるまちづくり」の実現に
向け、様々な主体と連携し各種災害に迅速かつ的確に対応するため、職員の資質及び組織力の向上を図
るとともに、施設等の維持管理を徹底し防災力を維持・強化させる取組みを進める。

市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、高度な知識と技術を習得した、自信と責任感を持った
職員の育成を行う。
災害概要や活動状況を検証し、効果的な活動要領や訓練方法を検討して実行し、消防施設・装備等を最
大限活用して消防力を向上させ、各種災害の被害軽減に努める。
また、市民に心肺蘇生法とAEDの取り扱いを含む応急手当の知識・技術の習得を図り、救命率向上に
努める。

①総合計画
　 基本構想

快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

安全安心な生活が送れるまちづくり

③個別計画 消防職員研修等計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 消防隊員・救急隊員の育成事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

警防活動検討会

救急検討委員会

救急救命士研修

消防学校初任教育

消防学校専科教育

重点事業② 応急手当普及啓発事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

救急検討委員会

応急手当普及啓発プロジェク
ト

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防隊員、救急隊員の技術と知識向上のため、4月に警防活動検討会及び救急検討委員
会により年間計画を作成し訓練を実施する。また、効果確認のために年度末に警防活動
訓練、救急総合シミュレーションを実施して、次年度の課題検討を行い、PDCAサイク
ルによる更なる消防力の向上に取組む。
消防職員研修等計画に基づき、茨城県立消防学校や救急救命研修所への入校者を選抜
し、新任職員を含む職員の育成及び各種資格の取得に取組む。
地域の救急告示医療機関と連携し、救急救命士の病院実習に取組み、救急救命士の知識
と技術向上に努める。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

救命講習を年間計画に基づき定期的に開催することにより、一人でも多くの市
民に心肺蘇生法とAEDの取り扱いを含む応急手当の知識・技術の習得を図り、
救命率向上に努め、安全安心な生活が送れるまちづくりを目指す。
また、応急手当普及啓発プロジェクトチームにより、応急手当のPR方法を検討
し、一人でも多くの市民に、応急手当の重要性を認識してもらうPR活動を進め
る。

救急検討委員会

年度計画作成

警防検討会

年度計画作成
警防活動訓練

          救急総合

シミュレーション

第117 期初任科 第118 期初任科

年度計画に基づく救急活動訓練

年度計画に基づく警防活動訓練

救急検討委員

会

救急検討委員会 年度計画に基づき　定期救命講習を実施

応急手当普及啓発 応急手当普及啓発PR資料作成
PR資料完成後に公開

救急検討委員会

(実施状況検証)

警防検討会

　課題検討

指導救命士研修、救急救命士実習・研修（就業前教育、再教育、気管挿管実習）、救急救命東京研修所、救急救命

水難救助 救助、危険物、救急、警防　　　 火災調査、救急、特殊災害　　　



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 消防水利整備事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

水利調査年間計画

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防水利定期点検を4月･10月に実施し、不良箇所を把握するとともに必要に
応じた修繕を行い、適正な維持管理に務め地域防災力の強化を進める。

水利調査 前期調査、調査結果に基づく修繕 後期調査、調査結果に基づく修繕



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 消防本部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

戸頭消防署

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 消防隊員・救急隊員の育成事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる重点施策の「安全安心な生活が送れるまちづくり」の実現に
向け、様々な主体と連携し各種災害に迅速かつ的確に対応するため、職員の資質及び組織力の向上を図
るとともに、施設等の維持管理を徹底し防災力を維持・強化させる取組みを進める。

市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、高度な知識と技術を習得した、自信と責任感を持った
職員の育成を行う。
災害概要や活動状況を検証し、効果的な活動要領や訓練方法を検討して実行し、消防施設・装備等を最
大限活用して消防力を向上させ、各種災害の被害軽減に努める。
また、市民に心肺蘇生法とAEDの取り扱いを含む応急手当の知識・技術の習得を図り、救命率向上に
努める。

①総合計画
　 基本構想

快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

安全安心な生活が送れるまちづくり

③個別計画 消防職員研修等計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 消防隊員・救急隊員の育成事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

警防活動検討会

救急検討委員会

救急救命士研修

消防学校初任教育

消防学校専科教育

重点事業② 応急手当普及啓発事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

救急検討委員会

応急手当普及啓発プロジェク
ト

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防隊員、救急隊員の技術と知識向上のため、4月に警防活動検討会及び救急検討委員
会により年間計画を作成し訓練を実施する。また、効果確認のために年度末に警防活動
訓練、救急総合シミュレーションを実施して、次年度の課題検討を行い、PDCAサイク
ルによる更なる消防力の向上に取組む。
消防職員研修等計画に基づき、茨城県立消防学校や救急救命研修所への入校者を選抜
し、新任職員を含む職員の育成、及び各種資格の取得に取組む。
地域の救急告示医療機関と連携し、救急救命士の病院実習に取組み、救急救命士の知識
と技術向上に努める。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

救命講習を年間計画に基づき定期的に開催することにより、一人でも多くの市
民に心肺蘇生法とAEDの取り扱いを含む応急手当の知識・技術の習得を図り、
救命率向上に努め、安全安心な生活が送れるまちづくりを目指す。
また、応急手当普及啓発プロジェクトチームにより、応急手当のPR方法を検討
し、一人でも多くの市民に、応急手当の重要性を認識してもらうPR活動を進め
る。

救急検討委員会

年度計画作成

警防検討会

年度計画作成
警防活動訓練

救急総合

シミュレーション

第117 期初任科 第118 期初任科

年度計画に基づく救急活動訓練

年度計画に基づく警防活動訓練

救急検討委員会

　　課題検討

救急検討委員会 年度計画に基づき　定期救命講習を実施

応急手当普及啓発 応急手当普及啓発PR資料作成
PR資料完成後に公開

救急検討委員会

(実施状況検証)

警防検討会

　課題検討

指導救命士研修、救急救命士実習・研修（就業前教育、再教育、気管挿管実習）、救急救命東京研修所、救急救命士国家試験

水難救助 救助、危険物、救急、警防　　　 火災調査、救急、特殊災害　　　



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 消防水利整備事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

水利調査年間計画

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防水利定期点検を4月･10月に実施し、不良箇所を把握するとともに必要に
応じた修繕を行い、適正な維持管理に務め地域防災力の強化を進める。

水利調査 前期調査、調査結果に基づく修繕 後期調査、調査結果に基づく修繕



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 消防本部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

吉田消防署

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 消防隊員・救急隊員の育成事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる重点施策の「安全安心な生活が送れるまちづくり」の実現に
向け、様々な主体と連携し各種災害に迅速かつ的確に対応するため、職員の資質及び組織力の向上を図
るとともに、施設等の維持管理を徹底し防災力を維持・強化させる取組みを進める。

市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、高度な知識と技術を習得した、自信と責任感を持った
職員の育成を行う。
災害概要や活動状況を検証し、効果的な活動要領や訓練方法を検討して実行し、消防施設・装備等を最
大限活用して消防力を向上させ、各種災害の被害軽減に努める。
また、市民に心肺蘇生法とAEDの取り扱いを含む応急手当の知識・技術の習得を図り、救命率向上に
努める。

①総合計画
　 基本構想

快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

安全安心な生活が送れるまちづくり

③個別計画 消防職員研修等計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 消防隊員・救急隊員の育成事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

警防活動検討会

救急検討委員会

救急救命士研修

消防学校初任教育

消防学校専科教育

重点事業② 応急手当普及啓発事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

救急検討委員会

応急手当普及啓発プロジェク
ト

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防隊員、救急隊員の技術と知識向上のため、4月に警防活動検討会及び救急検討委員
会により年間計画を作成し訓練を実施する。また、効果確認のために年度末に警防活動
訓練、救急総合シミュレーションを実施して、次年度の課題検討を行い、PDCAサイク
ルによる更なる消防力の向上に取組む。
消防職員研修等計画に基づき、茨城県立消防学校や救急救命研修所への入校者を選抜
し、新任職員を含む職員の育成、及び各種資格の取得に取組む。
地域の救急告示医療機関と連携し、救急救命士の病院実習に取組み、救急救命士の知識
と技術向上に努める。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

救命講習を年間計画に基づき定期的に開催することにより、一人でも多くの市
民に心肺蘇生法とAEDの取り扱いを含む応急手当の知識・技術の習得を図り、
救命率向上に努め、安全安心な生活が送れるまちづくりを目指す。
また、応急手当普及啓発プロジェクトチームにより、応急手当のPR方法を検討
し、一人でも多くの市民に、応急手当の重要性を認識してもらうPR活動を進め
る。

救急検討委員会

年度計画作成

警防検討会

年度計画作成
警防活動訓練

救急総合

シミュレーション

第117 期初任科 第118 期初任科

年度計画に基づく救急活動訓練

年度計画に基づく警防活動訓練

救急検討委員会

　　課題検討

救急検討委員会 年度計画に基づき　定期救命講習を実施

応急手当普及啓発 応急手当普及啓発PR資料作成
PR資料完成後に公開

救急検討委員

会

警防検討会

　課題検討

指導救命士研修、救急救命士実習・研修（就業前教育、再教育、気管挿管実習）、救急救命東京研修所、救急救命

水難救助 救助、危険物、救急、警防　　　 火災調査、救急、特殊災害　　　



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 消防水利整備事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

水利調査年間計画

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防水利定期点検を4月･10月に実施し、不良箇所を把握するとともに必要に
応じた修繕を行い、適正な維持管理に務め地域防災力の強化を進める。

水利調査 前期調査、調査結果に基づく修繕 後期調査、調査結果に基づく修繕



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 消防本部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

椚木消防署

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 消防隊員・救急隊員の育成事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる重点施策の「安全安心な生活が送れるまちづくり」の実現に
向け、様々な主体と連携し各種災害に迅速かつ的確に対応するため、職員の資質及び組織力の向上を図
るとともに、施設等の維持管理を徹底し防災力を維持・強化させる取組みを進める。

市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、高度な知識と技術を習得した、自信と責任感を持った
職員の育成を行う。
災害概要や活動状況を検証し、効果的な活動要領や訓練方法を検討して実行し、消防施設・装備等を最
大限活用して消防力を向上させ、各種災害の被害軽減に努める。
また、市民に心肺蘇生法とAEDの取り扱いを含む応急手当の知識・技術の習得を図り、救命率向上に
努める。

①総合計画
　 基本構想

快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

安全安心な生活が送れるまちづくり

③個別計画 消防職員研修等計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 消防隊員・救急隊員の育成事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

警防活動検討会

救急検討委員会

救急救命士研修

消防学校初任教育

消防学校専科教育

重点事業② 応急手当普及啓発事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

救急検討委員会

応急手当普及啓発プロジェク
ト

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防隊員、救急隊員の技術と知識向上のため、4月に警防活動検討会及び救急検討委員
会により年間計画を作成し訓練を実施する。また、効果確認のために年度末に警防活動
訓練、救急総合シミュレーションを実施して、次年度の課題検討を行い、PDCAサイク
ルによる更なる消防力の向上に取組む。
消防職員研修等計画に基づき、茨城県立消防学校や救急救命研修所への入校者を選抜
し、新任職員を含む職員の育成、及び各種資格の取得に取組む。
地域の救急告示医療機関と連携し、救急救命士の病院実習に取組み、救急救命士の知識
と技術向上に努める。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

救命講習を年間計画に基づき定期的に開催することにより、一人でも多くの市
民に心肺蘇生法とAEDの取り扱いを含む応急手当の知識・技術の習得を図り、
救命率向上に努め、安全安心な生活が送れるまちづくりを目指す。
また、応急手当普及啓発プロジェクトチームにより、応急手当のPR方法を検討
し、一人でも多くの市民に、応急手当の重要性を認識してもらうPR活動を進め
る。

救急検討委員会

年度計画作成

警防検討会

年度計画作成
警防活動訓練

救急総合

シミュレーション

第117 期初任科 第118 期初任科

年度計画に基づく救急活動訓練

年度計画に基づく警防活動訓練

救急検討委員会

　　課題検討

救急検討委員会 年度計画に基づき　定期救命講習を実施

応急手当普及啓発 応急手当普及啓発PR資料作成
PR資料完成後に公開

救急検討委員会

(実施状況検証)

警防検討会

　課題検討

指導救命士研修、救急救命士実習・研修（就業前教育、再教育、気管挿管実習）、救急救命東京研修所、救急救命

水難救助 救助、危険物、救急、警防　　　 火災調査、救急、特殊災害　　　



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 消防水利整備事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

水利調査年間計画

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

消防水利定期点検を4月･10月に実施し、不良箇所を把握するとともに必要に
応じた修繕を行い、適正な維持管理に務め地域防災力の強化を進める。

水利調査 前期調査、調査結果に基づく修繕 後期調査、調査結果に基づく修繕


